
SThM 測定原理

SiO2製のプローブ先端にPd がコーティングされており、プローブそのものが電気抵抗体となります。そ
のため、プローブ先端に電流を流すと温度上昇が起こり、試料表面に接触させると、試料がプローブの熱
を吸収します。 プローブ温度が一定になるように、プローブに供給する電気量を調整し、その供給する電
気量の変化を計測点毎にプロットすることで、測定箇所（材質ごと）の熱伝導性を分布として可視化します。
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SThMによる局所熱伝導性評価

分析事例

■ポリカプトラクトン(PCL)/ポリスチレン(PS)のコンポジット薄膜の熱伝導性マッピング評価

試料がプローブの熱を吸収

プローブ温度が一定になるように、
入力電気量を制御

試料がプローブの熱を吸熱

熱損失分を補うように、
入力電気量を増加
⇒入力電気変化量をマッピング

①測定開始前

②測定中

AFM 像 SThM 像（熱伝導性像） 熱伝導性

低

高

熱伝導性の情報から高分子の相分離構造を可視化することが可能です。
高分子材質の混ざり具合の評価以外にも、
故障解析や材料評価として、半導体デバイス構成材料の熱に対する特性評価にも有効です。

領域A
主成分：PCL

領域B
主成分：PS

領域B (主成分：PS)
熱伝導性は一様である。
PCL成分は少ないと示唆される。

領域A (主成分：PCL)
熱伝導性に分布があり、
外周の方が中心よりも高い。
PCL成分とPS成分が混在し、
中央にPS成分が偏析している
と示唆される。

ジュール熱が発生

⇒熱伝導性の比較
PCL > PS

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.daico.co.jp/products/products.php?id%3D106&psig=AOvVaw1JHSyz8D6HO5iZgk19Vkl4&ust=1596786150903000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCMizooyKhusCFQAAAAAdAAAAABAI

	スライド番号 1

